
長寿の祝贈呈 城めぐみ歌謡ショー

広 報　天　　龍（16）2018年10月25日

村は９月11日㈫、飯田市川路で測量事業を展開する㈱
小林コンサルタント（小林佳人社長）と、「災害時にお
ける緊急的な調査の支援に関する協定」を結びました。
協定の内容は、地震や大雨など、予測できない異常気
象で、村が管理する道路や河川などに災害が発生または
発生が予測される場合、被害状況などの緊急を要する調
査に関し、村が㈱小林コンサルタントに、技術者の派遣
や、被災箇所の調査測量設計、現況調査、ドローンによ
る空撮などを要請することにより、災害の拡大防止や早期復旧を目指すものです。
今後、村では、村民皆様の生命や、安全で安心な生活を守るため、関係機関との連
携強化を図り、防災力の向上に努めていきたいと思います。
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私たちの村
－10月１日現在－

人口 1,300 人
男 609 人 女 691 人

世帯数 718 世帯

2018年10月25日

長野県最低賃金は平成30年10月１日より時間額821円（旧795円）に改定されました

災害時の調査支援に関する協定締結

９
月
12
日
㈬
に
毎
年
恒
例
の

「
敬
老
大
会
」が
開
催
さ
れ
、多

く
の
お
年
寄
り
の
方
が
今
年
も

元
気
に
集
ま
り
お
互
い
の
長
寿

を
慶
び
あ
い
ま
し
た
。

今
年
も
保
育
園
児
が
お
年
寄

り
の
長
寿
に
花
を
添
え
る
べ
く

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

く
れ
、お
年
寄
り
も
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
は
城
め
ぐ
み
さ
ん
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、皆
さ
ん
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、本
年
も「
あ
す
な
ろ
民

謡
」「
平
岡
民
謡
ク
ラ
ブ
」の

方
々
に
よ
る
踊
り
で
、楽
し
い

ひ
と
時
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

《
百
歳
以
上
》

長
野
町
　
仲
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光
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岡
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澤
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熊
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博
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大
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澤
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な
お
、今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金（
５
千
円
）が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

天龍保育所園児によるダンス

敬
老
大
会
開
催

〜
み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
〜

祝
今
年
度
の

　長
寿
祝
受
領
者
（
敬
称
略
）

10
月
13
日
㈯
に
天
龍
中
学
校

の
生
徒
が
至
学
館
大
学（
愛
知
県

大
府
市

）

を
訪
問
し
、天
龍
村
産
の
木
材

で
作
成
し
た「
手
づ
く
り
ハ
ン

ガ
ー
」を
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部

の
選
手
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

当
日
は
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
川
井
梨

紗
子
選
手
、登
坂
絵
莉
選
手
や
、

こ
れ
か
ら
世
界
選
手
権
に
出
場

す
る
選
手
な
ど
、多
く
の
部
員

に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、サ
プ
ラ
イ
ズ
で
吉
田

沙
保
里
選
手
も
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
、生
徒
は
と
て
も
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
ー
は
生
徒
と
村
民
で

作
成
し
、英
語
で「
あ
な
た
の
情

熱
が
、私
た
ち
の
世
界
を
動
か

す
」と
刻
印
し
た
旨
も
伝
え
、選

手
か
ら
は
、「
お
ぉ
〜
き
れ
い
。

良
い
香
り
が
す
る
。」と
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

谷
岡
郁
子
学
長
か
ら
は
、世

界
選
手
権（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）に
ハ

ン
ガ
ー
を
持
っ
て
行
き
、外
国

の
選
手
た
ち
に
渡
し
ま
す
と
の

約
束
も
し
て
い
た
だ
き
、世
界

の
ア
ス
リ
ー
ト
へ
届
け
る
目
標

が
実
現
で
き
そ
う
で
す
。

贈
呈
後
は
、選
手
た
ち
に
ロ

ー
プ
登
り
や
マ
ッ
ト
運
動
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、選
手
に
タ

ッ
ク
ル
す
る
機
会
も
あ
り
、と

て
も
楽
し
く
、貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、各
国
選
手
へ
贈
呈

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
づ
く
り
ハ
ン
ガ
ー
の
製
作
に

村
民
の
み
な
さ
ん
も
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

吉田選手らと記念撮影 至
学
館
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部

　
　
　
　
　
　
　選
手
に
贈
呈

（
手
づ
く
り
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）



消
防
団
の

安
全
装
備
品
を
整
備

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

消
防
団
活
動
服
を
購
入
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第
３
回
定
例
会
は
、９
月
７

日
㈮
に
開
会
し
、19
日
㈬
ま
で

の
13
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
向
方
及
び
坂
部
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
内
容
は
、向
方
辺
地
の
村
道

向
山
線
舗
装
事
業
、林
道
大
久

那
線
・
向
方
線
の
改
良
事
業
費

等
の
変
更
お
よ
び
坂
部
辺
地
の

林
道
虫
川
新
野
峠
線
改
良
事
業

に
係
る
辺
地
債
発
行
予
定
額
等

を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

　
内
容
は
、３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
内
容
は
、３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

報
　
　
　告

請
願
・
陳
情
・
要
請

予
　
　
　算

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に

つ
い
て

　
内
容
は
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
、意
見
を
付
け
て
議
会

に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

○「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
」を
求
め
る

請
願
書

○
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改

善
、教
職
員
定
数
増
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
書

○「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
請
願
書

　
審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
採

択
さ
れ
、関
係
大
臣
等
へ
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
大
平
正
長
議
員

一
、猛
暑
を
気
象
災
害
と
捉
え

防
災
対
策
と
し
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

二
、村
営（
公
営
）住
宅
の
建
設

整
備
計
画
に
つ
い
て

三
、村
営
水
道
の
管
理
状
況
と

施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

四
、認
知
症
の
人
を
対
象
に
し

た
公
費
負
担
に
よ
る
民
間
の

賠
償
保
険
制
度
へ
の
加
入
に

つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、防
災
行
政
無
線
ア
ナ
ウ
ン

ス
内
容
に
つ
い
て

二
、村
内
遊
休
施
設
、道
路
未
補

修
箇
所
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て

三
、Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
若
者
定
住
に

つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、災
害
等
有
事
の
際
の
対
応

に
つ
い
て

二
、熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

三
、ク
ォ
ッ
シ
ー
の
使
用
範
囲

に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❸
回

平成30年度　補　正　予　算

計

18億6,967万円

1億5,055万円

6,609万円

5,215万円

2億9,785万円

補正額

5,348万円

1,640万円

18万円

29万円

333万円

補正前の額

18億1,619万円

1億3,415万円

6,591万円

5,186万円

2億9,452万円

会    計    名

一　　　　　般（第３号）

国　民　健　康　保　険（第１号）

村　営　水　道（第３号）

村営下水道事業（第２号）

介　護　保　険（第２号）

　（
公
益
財
団
法
人
）長
野
県
市

町
村
振
興
協
会
の
実
施
し
て
い

る
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用

し
て
、消
防
団
活
動
服
を
整
備

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
等
の
災
害
時
や
活
動
に

お
い
て
、団
員
の
公
務
災
害
防

止
や
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、

消
防
団
安
全
装
備
品
整
備
等
助

成
事
業
を
活
用
し
、悪
天
候
時

の
活
動
の
安
全
確
保
を
目
的
に

雨
具
を
全
団
員
分
整
備
し
ま
し
た
。

整備した雨具

AEDの使用方法を説明する消防団員

　８月22日㈬に日赤奉仕団・消防団合同救
護訓練が老人福祉センターで行われました。
　当日は、阿南消防署の講師のご指導のも
と、約70名がAEDの取扱いを中心に熱心に
講習を受けました。
　近年多発する大きな災害や万一の事故・
急病の際、救急車が到着するまでの間、応急
処置等が非常に重要となっています。訓練
で得た知識で人命を救うことができますの
で、今後も救護知識の普及に努めます。

　９月１日㈯に、地震総合防災訓練が行われ、415名
のみなさんに参加いただきました。
　今年度の訓練ではより実災害に近い形で訓練を行
いたいとの考えから避難所の開設を例年の17箇所か
ら25箇所に増設して実施し、住民のみなさんが少し
でも避難しやすい環境を整えました。
　また、各避難地では要支援者支援訓練、消火・救護
訓練、非常食の試食、情報伝達訓練、避難情報・指定避
難所の周知、非常用浄水装置を使用した給水訓練、太
陽光パネルを使用した電力供給訓練などを実施しま
した。
　住民のみなさんの防災意識も
年々高まっており、各避難所で
多くの方が真剣に訓練に取組む
様子がみられました。
　災害に対しては、日頃の備え
が非常に重要です。今回の訓練
をきっかけに各家庭、地域でよ
り一層防災意識を高めましょう。

日赤・消防合同救護訓練実施防災意識高める ～地震総合防災訓練～

　
消
防
団
の
活
動
は
天
候
の
善

し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、様
々
な

状
況
下
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

訓
練
等
に
お
い
て
も
、服
装
や

装
備
品
の
着
用
、団
員
自
身
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
常
に
注
意

が
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
み
な
さ

ん
の
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解

と
、暖
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

整備した消防活動服

村内AED設置施設一覧

民
間
施
設

台数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

設置場所
１階事務室
１階玄関横
事務室内
１階アリーナ入口
事務室内
フロント内
静養室
玄関内
１階玄関正面
１階保健室前
１階玄関正面
２階フロント前待合室
玄関内

公
共
施
設

施　設　名
天龍村役場
天龍村老人福祉センター
天龍村社会就労センター
天龍村民体育館
天龍保育所
天龍温泉おきよめの湯
養護天龍荘
特養天龍荘
天龍小学校
天龍中学校
学校法人どんぐり向方学園
ふれあいステーション龍泉閣
中部電力㈱平岡ダム管理所

学

　校



９
月
22
日
㈯
に
日
中
平
和
友

好
条
約
締
結
四
十
周
年
記
念
・

在
日
中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
法

要
が
平
岡
ダ
ム
横
の
慰
霊
碑
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
中

国
大
使
館
の
潘
林
二
等
書
記
官

ら
を
迎
え
、関
係
者
約
百
名
が

参
列
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

中
学
生
に
よ
る
献
花
も
行
な
わ

れ
、殉
難
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

（３）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（12）2018年10月25日

国
道
418
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
愛
知・長
野
県
境
域
開
発

協
議
会
が
合
同
で
、長
野
県
へ
要
望
活
動

教
育
長
に
竹
田
順
次
氏
を
再
任

教
育
委
員
に
松
下
清
治
氏
を
再
任

任
期
満
了
と
な
る
教
育
長
の

竹
田
順
次
氏（
大
河
内
区
）に
つ

い
て
、９
月
議
会
で
同
意
を
得

て
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
、平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
33
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

こ
の
度
、教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
浅
学
非
才
な
私

で
す
が
、皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

１
期
３
年
の
任
期
を
終
え
２
期

目
に
入
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以

上
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

広
報
天
龍
第
１
８
６
号（
８

月
発
行
）で
公
表
後
、９
月
30
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
金
田
　
健
様
●
村
松
　
今
様

●
内
藤
　
博
様
●
青
木
啓
豪
様

●
小
林
武
彦
様
●
村
松
将
太
様

●
野
津
太
一
様

●
蛯
名
三
世
嗣
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
62
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　飯田税務署では、給与所得者に係る年末調整説明会を次の日程により開催します。

▼日　　時：11月16日㈮　午後１時30分～３時
▼場　　所：阿南町文化会館　▼対象地域：阿南町・下條村・売木村・天龍村・泰阜村
※「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」などを11月
初めまでに送付しますので、ご出席の際にご持参ください。
※また、年末調整説明会終了後「消費税軽減税率制度説明会」を開催しますので、関係される方は引
き続きご出席ください。　◎お問合せ：飯田税務署　☎0265（22）1165

平成30年分年末調整説明会

　
地
域
住
民
の
集
落
環
境
を
整
備
し
、よ
り
住
み
や
す
い
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、住
民
が
自
ら
取
り
組
む
整
備
事
業（
地
区

集
会
施
設
等
新
設
改
良
事
業
）に
要
す
る
原
材
料
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費
…
原
材
料
費

　
今
ま
で
に
、ご
み
集
積
場
の
整
備
や
バ
ス
停
待
合
室
整
備
、

集
会
施
設
の
庭
整
備
な
ど
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
地
区
は
、役
場
総
務
課
企
画

財
政
係
☎
32
‐
2
0
0
1
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地
区
内
自
営
整
備
材
料
費
支
給
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

国税に関するご相談・ご質問は電話にてお問合せください！

飯田税務署（℡.0265-22-1165）※事前予約は、自動音声案内で「２」を選択

税務署窓口でのご相談は、窓口混雑緩和のため、原則として事
前予約とさせていただいております。

税務署におかけいただいた電話は、自動音声案内でご案内
しております。相談内容に応じて番号を選択してください。

国税に関する
ご相談・ご質問

「1」を選択
消費税の軽減税率制度に関する
ご相談・ご質問

「3」を選択
消費税の軽減
制度に関する
専用窓口

【電話相談センター】音声案内に従い
相談内容の番号を選択してください。
「１」…所得税　「２」…源泉所得税・年
末調整　「３」…相続税・贈与税・譲渡
所得　「４」…法人税　「５」…消費税・
印紙税　「６」…その他のご相談

い
い
た
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

学
力
向
上
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
を
、又
、生
涯
学
習
に
お
い

て
は
、村
民
の
皆
様
の
学
び
を
推

進
し
、発
展
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、児
童

生
徒
数
が
激
減
す
る
現
実
を
受

け
止
め
、将
来
を
見
据
え
た
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
方
向
に
つ
い
て
学
校
と

地
域
が
協
同
し
、当
村
の
学
校

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
き
が

来
た
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員

を
は
じ
め
関
係
機
関
や
、地
域

の
皆
様
と
連
携
し
、子
ど
も
た

ち
の
た
め
村
民
の
皆
様
の
た
め
、

誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

の
松
下
清
治
氏（
長
野
区
）に
つ

い
て
、９
月
議
会
で
同
意
を
得

て
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
、平
成
30
年
11
月
５

日
か
ら
平
成
34
年
11
月
４
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
８
月
20
日
㈪
に
国

道
4
1
8
号
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
と
愛
知
・
長
野
県
境
域
開

発
協
議
会
道
路
交
通
部
会
の
関

係
す
る
市
町
村
長
及
び
議
長
が

出
席
し
、道
路
整
備
に
つ
い
て
の

要
望
活
動
を
、長
野
県
議
会
と

長
野
県
建
設
部
へ
行
い
ま
し
た
。

国
道
4
1
8
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
は
、飯
田
市
、阿
南
町
、

売
木
村
、平
谷
村
、天
龍
村
の
５

市
町
村
で
構
成
さ
れ
、県
境
域

開
発
協
議
会
は
愛
知
県
豊
根
村
、

阿
南
町
、根
羽
村
、売
木
村
、天

龍
村
の
５
町
村
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、国
道
4
1
8
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
の
会
長
は
、永
嶺

天
龍
村
長
が
務
め
て
い
ま
す
。

天
龍
村
に
関
係
す
る
要
望
事

項
へ
の
長
野
県
建
設
部
、長
谷

川
部
長
か
ら
の
回
答
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
国
道
4
1
8
号
阿
南
町
新
野

〜
天
龍
村
お
き
よ
め
の
湯
の

改
良
整
備
促
進
に
つ
い
て

こ
の
区
間
は
、地
形
が
非
常

に
急
峻
と
い
う
こ
と
で
、バ
イ
パ

ス
等
に
よ
る
抜
本
的
改
良
を
直

ち
に
行
う
の
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
当
面
、二
車
線
を
確
保

す
る
た
め
の
概
略
設
計
を
29
年

度
か
ら
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
て
、今
後
の
計
画
に
つ
い

て
村
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
国
道
4
1
8
号
天
竜
川
橋
架

け
替
え
工
事
の
早
期
完
成
に

つ
い
て

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、現
在
撤
去
工
事
に
つ
い
て
、

本
年
10
月
に
工
事
を
再
開
し
ま

す
。十
分
な
準
備
を
行
っ
て
早
期

完
成
に
向
け
て
対
応
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長野県議会鈴木議長へ道路整備の必要性を説明する永嶺村長

○（
主
）飯
田
富
山
佐
久
間
線「
平

岡
ダ
ム
〜
十
方
峡
橋
間
」（
松

崎
）の
早
期
事
業
化
、「
宇
連
沢

〜
羽
衣
崎
間
」の
改
良
整
備
促

進
に
つ
い
て

松
崎
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
ま

で
に
地
質
概
査
、4
1
8
号
側
の

坑
口
部
分
の
地
形
測
量
、今
年
度

は
平
岡
ダ
ム
側
の
地
形
測
量
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
連
沢
に
つ
い
て
は
、本
年
度

沢
横
断
部
へ
の
B
O
X
カ
ル
バ
ー

ト
の
施
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、早
期
に
天
龍
村
の

道
路
整
備
が
進
む
よ
う
、継
続

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

長谷川建設部長に要望書を渡す永嶺村長

在日中国人殉難烈士慰霊法要行う



人
は
夜
眠
る
こ
と
で
心
身

の
回
復
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
睡
眠
の
量
や
質
が
悪

化
す
る
と
、健
康
上
の
問
題
や

生
活
へ
の
支
障
が
生
じ
て
き

ま
す
。

決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
て

太
陽
の
光
を
浴
び
、朝
食
を
摂

る
こ
と
で
、睡
眠
と
覚
醒
の
リ

ズ
ム
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
ま

す
。
そ
し
て
、日
中
は
活
動
し

て
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に

つ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、眠

り
や
す
く
な
る
コ
ツ
で
す
。

仕
事
や
生
活
の
都
合
で
夜

間
に
必
要
な
睡
眠
時
間
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、午

後
の
早
い
時
刻
に
30
分
以
内

の
短
い
昼
寝
を
す
る
こ
と
で

眠
気
に
よ
る
作
業
能
率
の
低

下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

季
節
に
応
じ
て
暖
房
器
具

や
寝
具
等
を
使
い
、心
地
よ
い

と
感
じ
ら
れ
る
温
度
、湿
度
に

整
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、寝
室
を
真
っ
暗
に
す

（11）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（４）2018年10月25日

保
健
師
だ
よ
り
『
夜
、眠
れ
て
い
ま
す
か
？
』

『
夜
、眠
れ
て
い
ま
す
か
？
』

『
夜
、眠
れ
て
い
ま
す
か
？
』

早
め
の
相
談

睡
眠
に
適
し
た
環
境
つ
く
り

　平成29年度の一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会において審議され、次のとおり認定されま
した。一般会計では、歳入総額21億5,971万円、歳出総額21億715万円、差引収支5,256万円となり、歳
出は前年度比1.3％、2,742万円の増となりました。

　村税（2億2,155万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前
年度に比べ△3.3％、747万円の減となりました｡

　地方交付税（11億6,920万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受け
られるように、国に納められた税金を再配分して交
付されます。前年度に比べ、0.4％、518万円の増と
なりました。天龍村の収入でもっとも大きな比重を
占めています。

　国・県支出金（2億4,683万円）
　国や県が交付する補助金や委託料などです｡前年度
に比べ13.4%､2,926万円の増となりました｡

　繰入金（7,088万円）
①減債基金から6,900万円（村債の繰上償還）
②ふるさと寄附金基金から188万円（貸与型奨学金
「龍蛇山澤基金」の資金及び天龍村給食配送車購入
費用へ充当）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（2億3,869万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比
べ△1.0％、245万円の減となりました。

■自主財源　20.6％
　4億4,347万円
■依存財源　79.4％
　17億1,624万円

（単位：万円）

歳　出

1億8,175万円

7,683万円

5,072万円

2億7,214万円

2,892万円

歳　入

1億9,064万円

7,811万円

5,147万円

2億7,532万円

2,945万円

21億715万円
一般会計歳出総額は前年度比1.3％増

平成
29年度
決算

・通勤助成金 257万円
・障害福祉サービス費 3,770万円
・あったか券交付金 188万円
・臨時福祉給付金（経済対策分） 752万円
・㈲天龍農林業公社運営補助金 2,460万円
・電源立地林道虫川新野峠線舗装工事 2,465万円
・㈲龍泉閣運営補助金 1,600万円
・昇龍まつり補助金 165万円
・トンネル修繕工事費
　（村道十方峡線・天竜川線） 7,848万円
・村道改良等工事（梨畑線他） 1億686万円
・住宅新築・リフォーム補助金 198万円
・児童生徒給食費援助費 197万円
・天龍梅花駅伝運営委員会補助金 337万円

平成29年度 主 要 事 業 

特　別　会　計

歳　　入

村　債
23,869
11.1%

地方交付税
116,920
54.1%

村　税
22,155
10.3%

繰入金
7,088
3.3%

その他
6,152　2.8%

使用料及び
手数料

3,628　1.7%

諸収入
3,592　1.7%
その他
7,884
3.6%

県支出金
18,004
8.3%

国庫支出金
6,679　3.1%

21億5,971万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

良
い
睡
眠
が
と
れ
て
い
る
目
安

は
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
、日

中
も
活
動
で
き
て
い
る
こ
と

本
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
…
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日
に
65
歳

以
上
の
方
。
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
、腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
。

助
成
対
象
期
間
…
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
ま
で

医
療
機
関
…
飯
田
下
伊
那
地
区
で
、希
望
す
る
医

療
機
関

助
成
金
額
…
総
額
４
6
9
1
円（
助
成
金
額
…

2
6
9
1
円
　
個
人
負
担
２
0
0
0
円
）

助
成
の
流
れ
…
①
役
場
・
南
支
所
窓
口
、天
龍
村

診
療
所
等
で
予
診
票
を
受
取
。②
予
診
票
の
全

て
の
項
目
に
ご
記
入
の
上
、医
療
機
関
へ
接
種

の
予
約
を
行
う
。③
予
約
し
た
医
療
機
関
に
て

接
種
の
上
、窓
口
で
個
人
負
担
分
を
支
払
う
。

本
年
度
か
ら
64
歳
以
下
の
方
を
対
象
と
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

対
象
者
…
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日
に
64
歳

以
下
の
方
。

助
成
対
象
期
間
…
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で

医
療
機
関
…
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関

助
成
金
額
…
①
中
学
生
以
下
…
年
２
回
ま
で
全

額
助
成
②
中
学
校
卒
業
以
上
64
歳
以
下
…
１

0
0
0
円
分
の
天
龍
村
商
品
券

助
成
の
流
れ
…
①
医
療
機
関
に
て
接
種
す
る
。②

役
場
窓
口
に「
領
収
書
」「
接
種
済
証
」「
印
鑑
」

「
振
込
先
の
通
帳（
※
対
象
者
が
中
学
生
以
下

の
場
合
）」を
持
参
の
上
、申
請
手
続
き
を
行
う
。

③
後
日
、振
込
等
を
行
い
ま
す
。

★
年
齢
に
よ
り
助
成
の
方
法
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
十

分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
：
住
民
課
健
康
支
援
係

☎
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64
歳
以
下
の
方
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
上
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、明

る
い
光
は
目
を
覚
ま
す
作
用

が
あ
る
の
で
、不
安
な
く
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
照
明
に
し
ま

し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
等
の

光
の
刺
激
は
脳
を
覚
醒
し
、使

用
を
終
了
し
て
も
脳
へ
の
刺

激
は
続
く
こ
と
か
ら
、良
い
睡

眠
の
た
め
に
就
寝
前
は
使
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、就
寝
前
の
飲
酒
、

喫
煙
は
睡
眠
の
質
を
下
げ
て

し
ま
い
ま
す
。

寝
つ
け
な
い
、熟
睡
感
が
な

い
、疲
れ
て
い
て
も
眠
れ
な
い

十
分
に
眠
っ
て
も
日
中
の
眠

気
が
強
い
こ
と
が
続
く
な
ど

睡
眠
に
問
題
が
生
じ
、日
中
の

生
活
に
悪
い
影
響
が
あ
る
状

態
が
続
く
と
、事
故
を
起
こ
し

た
り
、生
活
習
慣
病
が
悪
化
し

た
り
、う
つ
病
が
隠
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
眠
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
も
改
善
し
な
い

と
感
じ
た
時
は
、早
め
に
主
治

医
や
保
健
師
に
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、豪
雨
や
台
風

な
ど
の
多
い
年
と
な
り
ま

し
た
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
、不

安
な
夜
を
過
ご
さ
れ
た
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
豪
雨
や
台
風
の
場
合
は

天
気
予
報
な
ど
で
事
前
に

情
報
を
把
握
し
、早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
特
に
、移
動

に
杖
や
歩
行
器
、車
い
す

を
使
用
し
て
い
る
方
や
、

自
力
で
避
難
所
ま
で
移
動

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
人

は
、暴
風
雨
が
発
生
し
て

か
ら
で
は
、よ
り
避
難
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、道
路
が
通
行
止

め
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

一
時
的
に
と
は
い
え
病
院

へ
行
け
な
く
な
っ
た
り
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問

看
護
に
来
て
も
ら
う
事
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
短
期
間
で
も
、食

事
や
薬
の
準
備
が
出
来
な

く
な
る
事
で
生
活
に
影
響

の
あ
る
方
は
、注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
、日
頃
か
ら
家
族
や
近

所
、役
場
、利
用
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
話

し
合
っ
て
お
く
と
良
い
で

す
。

　
役
場
で
は
、村
内
の
住

民
の
方
で「
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
難
し
い
人
」

や「
避
難
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人
」等（
要
支
援

者
）を
把
握
し
、災
害
の
恐

れ
が
あ
る
時
に
安
否
確
認

や
事
前
避
難
の
話
な
ど
の

電
話
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
要
支
援
者
向
け
の

福
祉
避
難
所
と
し
て
開
設

し
ま
す
。
避
難
に
つ
い
て

事
前
の
対
応
を
希
望
さ
れ

る
方
や
、そ
の
他
ご
相
談

は
、役
場
住
民
課
ま
で
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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〜
支
援
が

　　必
要
な
人
の

　
　　災
害
対
応
〜

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー



前年差

3,221万円

1,343万円

1,570万円

△2,979万円

△4,571万円

前年差

△6,716万円

△3,420万円

1,995万円

2,018万円

1,808万円

970万円

6,888万円

決算額

3億2,220万円

3億2,496万円

2億7,823万円

3億3,983万円

1億5,470万円

決算額

5億4,373万円

3億2,209万円

1億8,688万円

1億4,613万円

3億1,527万円

1億2,533万円

2億9,101万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

前年比

11.1

4.3

6.0

△8.1

△22.8

前年比

△11.0

△9.6

12.0

16.0

6.1

8.4

31.0

（５）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（10）2018年10月25日

維持補修費
4,075
1.9%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

21億715万円

人件費
32,220
15.3%

公債費
29,101
13.8%物件費

32,496
15.4% 扶助費

8,526
4.1%

補助費等
27,823
13.2%

繰出金
15,470
7.3%

積立金
25,447
12.1%

災害復旧費
1,574
0.8%

（単位：万円）

普通建設
事業費
33,983
16.1%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です

臨時職員の賃金、消耗品や燃料代などの需要費、電話や
郵便代などの役務費、備品購入費、各種委託料です
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する
負担金です
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会
計へ支出されるものです

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です
基金の積立額の減等により減少しています

福祉など住民生活のための経費です

農林業に関する経費です

商工業や観光・温泉に関する経費です

村道整備や住宅などに関する経費です

小・中学校や社会教育などに関する経費です

国などから借り入れた村債の返済金です
おきよめの湯大規模改修事業時に発行した起債の元金
償還開始のため増加しています

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）………155万5,092円
※算出に用いた人口：1,355人（平成30年1月1日現在の住民基本台帳登載人口）

性　質　別

総務費
54,373
25.8%

民生費
32,209
15.3%

土木費
31,527
15.0%

教育費
12,533
6.0%

災害復旧費
1,574
0.7%

商工費
14,613
6.9%

消防費
5,039
2.4%

農林水産業費
18,688
8.9%

衛生費
7,610
3.6%

議会費
3,440
1.6%

その他
8
0.0%

公債費
29,101
13.8%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
69,847
33,2%

投資的
経　費
35,557
16.9%

その他
経　費
105,311
49.9%

またはこれと同等以上の方

平成30年11月5日㈪～ 11月21日㈬

平成30年12月3日㈪

平成30年12月10日㈪

木造建築科（1年制）

10名程度

自動車整備科（2年制）

10名程度

募集科目

募集定員

応募資格

募集期間

選　考　日

合格発表

長野県飯田技術専門校 平成31年度訓練生募集！

詳しくは、飯田技術専門校までお問合せください。
〒395－0823　飯田市松尾明7508－3　☎0265－22－1067
E-mail iidagisen@pref.nagano.lg.jp

高等学校を卒業した方
（平成31年3月に卒業見込みの方を含む）

村松会長、遠山副会長より村長へ報告書が手渡されました

天
龍
小
学
校
体
育
館
と
村
民
体
育
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
村
長
へ
報
告

９月16日㈰16回目を迎えた天龍村大運動会が、
保育所・小中学校・どんぐり向方学園と公民館の
合同で開催されました。
雨天順延開催となりましたが、園児の可愛らし
いダンスや児童・生徒たちの力一杯走る姿、愉快
な一般競技などで会場は笑顔があふれ、楽しい一
日となりました。
また、婦人会のみなさんによるカレーの無料配布
があり、何杯もおかわりをする方の姿もありました。

最後に、参加・参観いただいたみなさん、運営に協力いただいたみなさん、ボランティアカレーを作っ
ていただいた婦人会のみなさん、本当にありがとうございました。なお、詳細は公民館報11月号に掲載します。

第16回 天龍村大運動会

天
龍
小
学
校
体
育
館
と
村
民

体
育
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

（
会
長
村
松
克
一
氏
）か
ら
、7

月
30
日
㈪
村
長
へ
両
体
育
館
の

将
来
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の

検
討
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
、

村
松
克
一
会
長
、遠
山
善
治
副

会
長
よ
り
永
嶺
村
長
へ
報
告
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
で
は
、子
ど
も
た
ち
や

地
域
住
民
に
と
っ
て
安
心
安
全

な
学
校
体
育
施
設
及
び
避
難
施

設
を
小
学
校
近
く
に
早
急
に
建

設
の
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た

そ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、現
在

の
村
民
体
育
館
の
利
用
状
況
等

も
考
慮
し
、社
会
体
育
施
設
の

機
能
も
兼
ね
た
複
合
利
用
型
の

総
合
体
育
館
に
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

体
育
館
の
あ
る
西
原
区
、岡
本

区
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村
で
は
こ
の
報
告
を
受
け
、

新
た
な
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、具
体
的
な
建
設
の
内
容

を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

⬅配布された
　カレー



（７）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（６）2018年10月25日

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す指
標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の世帯主の年間の総収入に対する
割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の総
収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示す
指標です。

　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」が公布されたことで、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、
監査委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体の全ての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経費の
大きさなどを５つの指標（健全化判断比率等）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開示するこ
とを目的としています。

（※１）市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公営
企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定め
て早期の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担比
率350％以上

実 質 赤 字 比 率 等

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の29年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

－3.1%

将 来 負 担 す べ き
債務等はありません

当村の29年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

当村の財政健全化判断指標公表
◎人件費の状況
住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
B/A

人 千円 千円 ％
1,326 2,107,155 322,199 15.3

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員給与費の状況（H29年度一般会計の当初予算）

（H29年度一般会計の決算）

職員数
給与費

一人当たり
給料 職員手当 計

人 千円 千円 千円 千円
44　 135,103 86,286 221,389 5,032

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．職員数、給与費は当初予算の数値です。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

◎一般行政職の級別職員数などの状況 （H30年４月１日現在）（H30年度地方公務員給与実態調査より）
区分

標準的な
職務内容
職員数
構成比

　
　

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

◎職員手当の状況 （H29年度支給割合）
区分 天龍村（県・国と同じ）

期末手当

期末月分 勤勉月分

６月期 1.225

12月期 1.375

計 2.600

勤勉手当

退職手当

自己都合 勧奨･定年

勤続 20 年 20.44 25.55

勤続 25 年 29.14 34.58

勤続 35 年 41.32 49.59

49.59 49.59

その他加算措置：定年前早期退職
特別措置（２％～20％加算）

◎特別職の報酬などの状況

区分 給与・報酬月額
単位：円

期末手当

村　長
副村長
教育長

６月期 1.55
12 月期 1.75

計 3.30
議　長
副議長
議　員

228,000 ６月期 1.55
157,000 12 月期 1.75
138,000 計 3.30

◎職員の勤務時間その他勤務条件（勤務条件に関する調査より）
　職員の勤務時間と休日
１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15 12:00～
13:00 土・日曜日

　年次有給休暇の状況（一般職）
総付与
日数

総使用
日数

全期間
対象職員数

１人当たり
平均使用日数

1,416 460 40

　休暇など
休暇の種別 説　　　明

年次有給休暇（有給）年20日間、繰り越しは最大で20日間

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、社会福祉協議会派遣職員を除く。

0.82

0.92

1.74

最 高 限 度

単位：月分

（H29年1月1日～H29年12月31日）

◎職員の初任給の状況
区分

◎長野県市町村職員互助会

学歴 天龍村（県・国と同じ）
円
円高校卒 147,100

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

区分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額（歳） （円） （円）

259,942 273,221
長野県 45.3 337,966 394,804

国 43.6 330,531 －
（注）長野県、国と比較するためH29年4月1日の内容です

天龍村 36.2

大学卒 179,200一般
行政職

区分
職員掛金（個人負担分）
負　担　金（公費負担金）

支出金
384千円
384千円

（H29年度支出の状況）
会員数53人

（H29年度支給割合）

600,000
518,000
457,000

父母、子、配偶者の父母などが負傷、病気の時
や老齢で日常生活に支障がある人を介護する
時、連続する６月の期間内において必要と認め
られる期間

選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故な
ど特別な理由で勤務しないことが相当と認めら
れる期間 

負傷または病気で、勤務しないことが認められ
る期間

職員団体の業務に従事するため、勤務しないこ
とが相当であると認められる期間

（H29年度地方公務員給与実態調査より）

11.5

主事補
１級

主　事
17人

42.5％

２級

主　任

3 人
7.5％

３級
主　査
係　長
11 人
27.5％

４級

1 人
2.5％

課長補佐

５級

８人
20％

課　長

６級

0 人
0.0％

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

計

40人
100％

◎定員の状況［部門別職員数］（各年 4 月 1 日現在）
区分 職員数（人）

部門 H29年 H30年 前年比

一般
行政

特別行政

公営
企業

1
13
1
6
2
3
9
1

36
5
5
1
1
5
7

48
2

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

1
13
1
7
2
3
8
1

36
5
5
1
1
5
7

48
2

0
0
0
1
0
0

△ 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

合　　　計
上記のうち派遣職員数



（７）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（６）2018年10月25日

村の一般会計における赤字の程度を示す指
標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する赤字の割合を示す指標です。
村の全ての会計の黒字と赤字を合算し、赤
字額が黒字額を上回る場合にその程度を示
す指標です。
◆家計に例えると、世帯主の年間の総収入
に対する、家族全員の赤字の割合を示す指
標です。
村の一般会計などが負担する公債費及びこ
れに準ずる経費の大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、１年間に支払った借入
金返済額の世帯主の年間の総収入に対する
割合を示す指標です。
村が翌年度以降において負担することが確
定している債務及び負担が見込まれる債務
などの大きさを示す指標です。
◆家計に例えると、借入金など将来支払い
が必要なものの総額の、世帯主の年間の総
収入に対する割合を示す指標です。

公営企業（上下水道）ごとの資金の不足額
の大きさを示す指標
◆家計に例えると、世帯主以外の家族一人
ひとりの年収に対する赤字額の割合を示す
指標です。

　市町村財政の早期健全化や公営企業の経営の健全化などを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」が公布されたことで、すべての都道府県や市町村は「財政健全化判断比率」や「資金不足比率」を算定し、
監査委員の審査に付したうえで、議会に報告し、公表しなければならないこととされています。

　地方公共団体の全ての会計の収支の状況、借入金の償還負担の大きさ、将来負担しなければならない経費の
大きさなどを５つの指標（健全化判断比率等）で算定し、その団体の財政状況に関する情報を広く開示するこ
とを目的としています。

（※１）市町村ごとに算定する４つの指標と市町村や一部事務組合が経営する上下水道、病院、観光施設などといった公営
企業会計ごとに算定する１つの指標に大別されます。

　　　　　また、５つの指標のうちいずれか１つでも一定の基準以上（※２）となった場合は、財政健全化計画などを定め
て早期の健全化に取り組まなければなりません。

（※２）一定の基準以上とは：実質赤字比率15％以上、連結実質赤字比率20％以上、実質公債費比率25％以上、将来負担比
率350％以上

実 質 赤 字 比 率 等

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

財政再生基準
（レッドカード）

20%

30%

35%

－

財政再生基準
（レッドカード）

－

早期健全化基準
（イエローカード）

15%

20%

25%

350%

早期健全化基準
（イエローカード）

20%

当村の29年度
決  算  値

赤 字 は
ありません

赤 字 は
ありません

－3.1%

将 来 負 担 す べ き
債務等はありません

当村の29年度
決  算  値

資金不足は
ありません

市町村ごとに算定する四つの指標（※１）

公営企業会計ごとに算定する指標（※１）

財政の健全化に関する法律とは

当村の財政健全化判断指標公表
◎人件費の状況
住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
B/A

人 千円 千円 ％
1,326 2,107,155 322,199 15.3

（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

◎職員給与費の状況（H29年度一般会計の当初予算）

（H29年度一般会計の決算）

職員数
給与費

一人当たり
給料 職員手当 計

人 千円 千円 千円 千円
44　 135,103 86,286 221,389 5,032

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当など。
　　２．職員数、給与費は当初予算の数値です。
　　３．定員の状況〔部門別職員数〕とは一致しません。

◎一般行政職の級別職員数などの状況 （H30年４月１日現在）（H30年度地方公務員給与実態調査より）
区分

標準的な
職務内容
職員数
構成比

　
　

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

◎職員手当の状況 （H29年度支給割合）
区分 天龍村（県・国と同じ）

期末手当

期末月分 勤勉月分

６月期 1.225

12月期 1.375

計 2.600

勤勉手当

退職手当

自己都合 勧奨･定年

勤続 20 年 20.44 25.55

勤続 25 年 29.14 34.58

勤続 35 年 41.32 49.59

49.59 49.59

その他加算措置：定年前早期退職
特別措置（２％～20％加算）

◎特別職の報酬などの状況

区分 給与・報酬月額
単位：円

期末手当

村　長
副村長
教育長

６月期 1.55
12 月期 1.75

計 3.30
議　長
副議長
議　員

228,000 ６月期 1.55
157,000 12 月期 1.75
138,000 計 3.30

◎職員の勤務時間その他勤務条件（勤務条件に関する調査より）
　職員の勤務時間と休日
１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15 12:00～
13:00 土・日曜日

　年次有給休暇の状況（一般職）
総付与
日数

総使用
日数

全期間
対象職員数

１人当たり
平均使用日数

1,416 460 40

　休暇など
休暇の種別 説　　　明

年次有給休暇（有給）年20日間、繰り越しは最大で20日間

特別休暇（有給）

療養休暇（有給）

介護休暇（無給）

組合休暇（無給）

役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します役場職員の給料などを公表します

（注）育児休業職員・新規採用職員、社会福祉協議会派遣職員を除く。

0.82

0.92

1.74

最 高 限 度

単位：月分

（H29年1月1日～H29年12月31日）

◎職員の初任給の状況
区分

◎長野県市町村職員互助会

学歴 天龍村（県・国と同じ）
円
円高校卒 147,100

◎職員の平均年齢・給料月額の状況

区分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額（歳） （円） （円）

259,942 273,221
長野県 45.3 337,966 394,804

国 43.6 330,531 －
（注）長野県、国と比較するためH29年4月1日の内容です

天龍村 36.2

大学卒 179,200一般
行政職

区分
職員掛金（個人負担分）
負　担　金（公費負担金）

支出金
384千円
384千円

（H29年度支出の状況）
会員数53人

（H29年度支給割合）

600,000
518,000
457,000

父母、子、配偶者の父母などが負傷、病気の時
や老齢で日常生活に支障がある人を介護する
時、連続する６月の期間内において必要と認め
られる期間

選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故な
ど特別な理由で勤務しないことが相当と認めら
れる期間 

負傷または病気で、勤務しないことが認められ
る期間

職員団体の業務に従事するため、勤務しないこ
とが相当であると認められる期間

（H29年度地方公務員給与実態調査より）

11.5

主事補
１級

主　事
17人

42.5％

２級

主　任

3 人
7.5％

３級
主　査
係　長
11 人
27.5％

４級

1 人
2.5％

課長補佐

５級

８人
20％

課　長

６級

0 人
0.0％

困難な業務を
分掌する村長
が定める課長

計

40人
100％

◎定員の状況［部門別職員数］（各年 4 月 1 日現在）
区分 職員数（人）

部門 H29年 H30年 前年比

一般
行政

特別行政

公営
企業

1
13
1
6
2
3
9
1

36
5
5
1
1
5
7

48
2

議　会
総　務
税　務
農　林
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育
小　計
水　道
下水道
その他
小　計

1
13
1
7
2
3
8
1

36
5
5
1
1
5
7

48
2

0
0
0
1
0
0

△ 1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

合　　　計
上記のうち派遣職員数



（９）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（８）2018年10月25日

天
龍
小
学
校
児
童
会

天龍村観光協会のホームページができました
９月より天龍村観光協会のホームページが公開
されています！
天龍村の魅力やイベント情報、
ブッポウソウ、花の開花状況など
たくさんの情報をみなさんにお届
けしていきたいと思いますので、
ぜひご覧ください！
◆ホームページURL：https://tenryu-kanko.com/
◆天龍村観光協会連絡先：☎0260-32-2050

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
木
材
提
供

８
月
23
日
㈭
、天
龍
小
学
校

に
て
、公
益
社
団
法
人
日
本
道

路
協
会
主
催
の
道
路
功
労
者
表

彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
授
賞
は
、天
龍
小
学

校
児
童
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」の
活

動
を
讃
え
た
も
の
で
、児
童
会

長
の
熊
谷
彩
葉
さ
ん
へ
日
本
道

路
協
会
長
に
代
わ
り
、下
伊
那

南
部
建
設
事
務
所
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」は
、

平
成
12
年
よ
り
活
動
が
始
ま
り
、

今
年
で
19
年
目
を
迎
え
る
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、村
内
の
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

道
路
功
労
者
表
彰 

授
賞

み
ど
り
の
少
年
団

９
月
18
日
㈫
に
５
年
生
６
人

が
、稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

５
月
に
植
え
た
苗
は
立
派
に

生
長
し
、農
業
委
員
の
方
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
無
事
に
稲

刈
り
と
は
ざ
掛
け
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、９
月
26
日
㈬
に
は
５
、

６
年
生
が
間
伐
体
験
学
習
を
し

ま
し
た
。

飯
伊
森
林
組
合
の
荒
井
さ
ん

が
、間
伐
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
を
し
て
く
だ
さ
り
、林
業
機

械
に
よ
る
間
伐
作
業
を
見
学
し

た
り
、ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
枝

払
い
を
体
験
し
た
り
で
き
ま
し

た
。
人
力
で
は
と
て
も
大
変
な

作
業
で
し
た
が
、プ
ロ
セ
ッ
サ

と
い
う
機
械
で
は
枝
払
い
か
ら

玉
切
り
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
に

で
き
て
し
ま
い
、子
ど
も
た
ち

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

昨
年
10
月
、天
龍
村
の
木
材

が
、2
0
2
0
年
東
京
で
開
催

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
築
材
と
し
て
、

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
県
内
か
ら
は「
根
羽
村
」

「
川
上
村
」そ
し
て「
天
龍
村
」が

木
材
を
提
供
し
ま
す
。
そ
の
証

と
し
て
、オ
リ
パ
ラ
組
織
委
員

会
か
ら
村
の
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ

た
エ
ン
ブ
レ
ム
記
念
盾
が
贈
呈

さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
価
値
の
あ
る
も
の
で

す
。
役
場
一
階
に
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、来
庁
さ
れ
た
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
供
す
る
木
材
は
、森
林
認

証
を
取
得
し
、Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の

認
証
材
で
な
け
れ
ば
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
認
証
材
が
選
手

村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ（
選
手
村

の
代
表
的
な
施
設
）の
建
築
に

使
わ
れ
、大
会
終
了
後
は
村
の

公
共
施
設
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
レ
ガ
シ
ー（
大
会
の
記
念
遺

産
）と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

村
か
ら
は
、村
有
林
の
ヒ
ノ
キ

10
㎥
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、村
の
木
材
が

人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、

世
界
中
に
認
知
さ
れ
利
用
さ
れ

る
と
い
っ
た
こ
と
に
も
繋
が
れ

ば
、と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

提
供
す
る
ヒ
ノ
キ
は
、峠
山

村
有
林
で
、本
年
度
着
手
し
て

い
る「
更
新
伐
採
モ
デ
ル
事
業
」

で
伐
採
し
た
木
か
ら
、規
格
に

合
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
選
木
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
、伐
採
か
ら
植

林
を
一
貫
し
て
行
う
作
業
シ
ス

テ
ム
で
育
林
の
低
コ
ス
ト
化
を

図
る
も
の
で
、飯
田
下
伊
那
管

内
で
は
初
の
取
組
み
で
す
。
こ

う
い
っ
た
事
業
に
積
極
的
に
取

組
む
こ
と
で
、か
つ
て
村
の
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
の
再
生

を
目
指
し
、将
来
に
わ
た
り
健

全
な
森
林
を
残
す
た
め
に
、今

後
も
林
業
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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天
龍
小
学
校
児
童
会

天龍村観光協会のホームページができました
９月より天龍村観光協会のホームページが公開
されています！
天龍村の魅力やイベント情報、
ブッポウソウ、花の開花状況など
たくさんの情報をみなさんにお届
けしていきたいと思いますので、
ぜひご覧ください！
◆ホームページURL：https://tenryu-kanko.com/
◆天龍村観光協会連絡先：☎0260-32-2050

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
木
材
提
供

８
月
23
日
㈭
、天
龍
小
学
校

に
て
、公
益
社
団
法
人
日
本
道

路
協
会
主
催
の
道
路
功
労
者
表

彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
授
賞
は
、天
龍
小
学

校
児
童
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」の
活

動
を
讃
え
た
も
の
で
、児
童
会

長
の
熊
谷
彩
葉
さ
ん
へ
日
本
道

路
協
会
長
に
代
わ
り
、下
伊
那

南
部
建
設
事
務
所
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
天
龍
ピ
カ
ピ
カ
大
作
戦
」は
、

平
成
12
年
よ
り
活
動
が
始
ま
り
、

今
年
で
19
年
目
を
迎
え
る
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、村
内
の
美
化
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

道
路
功
労
者
表
彰 

授
賞

み
ど
り
の
少
年
団

９
月
18
日
㈫
に
５
年
生
６
人

が
、稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

５
月
に
植
え
た
苗
は
立
派
に

生
長
し
、農
業
委
員
の
方
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
無
事
に
稲

刈
り
と
は
ざ
掛
け
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、９
月
26
日
㈬
に
は
５
、

６
年
生
が
間
伐
体
験
学
習
を
し

ま
し
た
。

飯
伊
森
林
組
合
の
荒
井
さ
ん

が
、間
伐
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
を
し
て
く
だ
さ
り
、林
業
機

械
に
よ
る
間
伐
作
業
を
見
学
し

た
り
、ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
枝

払
い
を
体
験
し
た
り
で
き
ま
し

た
。
人
力
で
は
と
て
も
大
変
な

作
業
で
し
た
が
、プ
ロ
セ
ッ
サ

と
い
う
機
械
で
は
枝
払
い
か
ら

玉
切
り
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
に

で
き
て
し
ま
い
、子
ど
も
た
ち

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

昨
年
10
月
、天
龍
村
の
木
材

が
、2
0
2
0
年
東
京
で
開
催

さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
築
材
と
し
て
、

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
県
内
か
ら
は「
根
羽
村
」

「
川
上
村
」そ
し
て「
天
龍
村
」が

木
材
を
提
供
し
ま
す
。
そ
の
証

と
し
て
、オ
リ
パ
ラ
組
織
委
員

会
か
ら
村
の
ヒ
ノ
キ
で
作
ら
れ

た
エ
ン
ブ
レ
ム
記
念
盾
が
贈
呈

さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
価
値
の
あ
る
も
の
で

す
。
役
場
一
階
に
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
、来
庁
さ
れ
た
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
供
す
る
木
材
は
、森
林
認

証
を
取
得
し
、Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の

認
証
材
で
な
け
れ
ば
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
認
証
材
が
選
手

村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ（
選
手
村

の
代
表
的
な
施
設
）の
建
築
に

使
わ
れ
、大
会
終
了
後
は
村
の

公
共
施
設
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
レ
ガ
シ
ー（
大
会
の
記
念
遺

産
）と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

村
か
ら
は
、村
有
林
の
ヒ
ノ
キ

10
㎥
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、村
の
木
材
が

人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、

世
界
中
に
認
知
さ
れ
利
用
さ
れ

る
と
い
っ
た
こ
と
に
も
繋
が
れ

ば
、と
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

提
供
す
る
ヒ
ノ
キ
は
、峠
山

村
有
林
で
、本
年
度
着
手
し
て

い
る「
更
新
伐
採
モ
デ
ル
事
業
」

で
伐
採
し
た
木
か
ら
、規
格
に

合
っ
た
ヒ
ノ
キ
を
選
木
し
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
、伐
採
か
ら
植

林
を
一
貫
し
て
行
う
作
業
シ
ス

テ
ム
で
育
林
の
低
コ
ス
ト
化
を

図
る
も
の
で
、飯
田
下
伊
那
管

内
で
は
初
の
取
組
み
で
す
。
こ

う
い
っ
た
事
業
に
積
極
的
に
取

組
む
こ
と
で
、か
つ
て
村
の
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
の
再
生

を
目
指
し
、将
来
に
わ
た
り
健

全
な
森
林
を
残
す
た
め
に
、今

後
も
林
業
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。



前年差

3,221万円

1,343万円

1,570万円

△2,979万円

△4,571万円

前年差

△6,716万円

△3,420万円

1,995万円

2,018万円

1,808万円

970万円

6,888万円

決算額

3億2,220万円

3億2,496万円

2億7,823万円

3億3,983万円

1億5,470万円

決算額

5億4,373万円

3億2,209万円

1億8,688万円

1億4,613万円

3億1,527万円

1億2,533万円

2億9,101万円

歳出項目

人件費

物件費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

前年比

11.1

4.3

6.0

△8.1

△22.8

前年比

△11.0

△9.6

12.0

16.0

6.1

8.4

31.0

（５）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（10）2018年10月25日

維持補修費
4,075
1.9%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

21億715万円

人件費
32,220
15.3%

公債費
29,101
13.8%物件費

32,496
15.4% 扶助費

8,526
4.1%

補助費等
27,823
13.2%

繰出金
15,470
7.3%

積立金
25,447
12.1%

災害復旧費
1,574
0.8%

（単位：万円）

普通建設
事業費
33,983
16.1%

おもな歳出の説明

委員報酬・議会議員・特別職・一般職員の給与・手当です

臨時職員の賃金、消耗品や燃料代などの需要費、電話や
郵便代などの役務費、備品購入費、各種委託料です
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する
負担金です
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会
計へ支出されるものです

おもな歳出の説明

主に村の基本的な行財税政の運営のための経費です
基金の積立額の減等により減少しています

福祉など住民生活のための経費です

農林業に関する経費です

商工業や観光・温泉に関する経費です

村道整備や住宅などに関する経費です

小・中学校や社会教育などに関する経費です

国などから借り入れた村債の返済金です
おきよめの湯大規模改修事業時に発行した起債の元金
償還開始のため増加しています

村民１人当たりに使われたお金（一般会計）………155万5,092円
※算出に用いた人口：1,355人（平成30年1月1日現在の住民基本台帳登載人口）

性　質　別

総務費
54,373
25.8%

民生費
32,209
15.3%

土木費
31,527
15.0%

教育費
12,533
6.0%

災害復旧費
1,574
0.7%

商工費
14,613
6.9%

消防費
5,039
2.4%

農林水産業費
18,688
8.9%

衛生費
7,610
3.6%

議会費
3,440
1.6%

その他
8
0.0%

公債費
29,101
13.8%

（単位：万円）

目　的　別

義務的
経　費
69,847
33,2%

投資的
経　費
35,557
16.9%

その他
経　費
105,311
49.9%

またはこれと同等以上の方

平成30年11月5日㈪～ 11月21日㈬

平成30年12月3日㈪

平成30年12月10日㈪

木造建築科（1年制）

10名程度

自動車整備科（2年制）

10名程度

募集科目

募集定員

応募資格

募集期間

選　考　日

合格発表

長野県飯田技術専門校 平成31年度訓練生募集！

詳しくは、飯田技術専門校までお問合せください。
〒395－0823　飯田市松尾明7508－3　☎0265－22－1067
E-mail iidagisen@pref.nagano.lg.jp

高等学校を卒業した方
（平成31年3月に卒業見込みの方を含む）

村松会長、遠山副会長より村長へ報告書が手渡されました

天
龍
小
学
校
体
育
館
と
村
民
体
育
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
村
長
へ
報
告

９月16日㈰16回目を迎えた天龍村大運動会が、
保育所・小中学校・どんぐり向方学園と公民館の
合同で開催されました。
雨天順延開催となりましたが、園児の可愛らし
いダンスや児童・生徒たちの力一杯走る姿、愉快
な一般競技などで会場は笑顔があふれ、楽しい一
日となりました。
また、婦人会のみなさんによるカレーの無料配布
があり、何杯もおかわりをする方の姿もありました。

最後に、参加・参観いただいたみなさん、運営に協力いただいたみなさん、ボランティアカレーを作っ
ていただいた婦人会のみなさん、本当にありがとうございました。なお、詳細は公民館報11月号に掲載します。

第16回 天龍村大運動会

天
龍
小
学
校
体
育
館
と
村
民

体
育
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

（
会
長
村
松
克
一
氏
）か
ら
、7

月
30
日
㈪
村
長
へ
両
体
育
館
の

将
来
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の

検
討
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
、

村
松
克
一
会
長
、遠
山
善
治
副

会
長
よ
り
永
嶺
村
長
へ
報
告
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
で
は
、子
ど
も
た
ち
や

地
域
住
民
に
と
っ
て
安
心
安
全

な
学
校
体
育
施
設
及
び
避
難
施

設
を
小
学
校
近
く
に
早
急
に
建

設
の
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た

そ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、現
在

の
村
民
体
育
館
の
利
用
状
況
等

も
考
慮
し
、社
会
体
育
施
設
の

機
能
も
兼
ね
た
複
合
利
用
型
の

総
合
体
育
館
に
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

体
育
館
の
あ
る
西
原
区
、岡
本

区
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

村
で
は
こ
の
報
告
を
受
け
、

新
た
な
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、具
体
的
な
建
設
の
内
容

を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

⬅配布された
　カレー



人
は
夜
眠
る
こ
と
で
心
身

の
回
復
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
睡
眠
の
量
や
質
が
悪

化
す
る
と
、健
康
上
の
問
題
や

生
活
へ
の
支
障
が
生
じ
て
き

ま
す
。

決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
て

太
陽
の
光
を
浴
び
、朝
食
を
摂

る
こ
と
で
、睡
眠
と
覚
醒
の
リ

ズ
ム
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
き
ま

す
。
そ
し
て
、日
中
は
活
動
し

て
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に

つ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、眠

り
や
す
く
な
る
コ
ツ
で
す
。

仕
事
や
生
活
の
都
合
で
夜

間
に
必
要
な
睡
眠
時
間
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、午

後
の
早
い
時
刻
に
30
分
以
内

の
短
い
昼
寝
を
す
る
こ
と
で

眠
気
に
よ
る
作
業
能
率
の
低

下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

季
節
に
応
じ
て
暖
房
器
具

や
寝
具
等
を
使
い
、心
地
よ
い

と
感
じ
ら
れ
る
温
度
、湿
度
に

整
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、寝
室
を
真
っ
暗
に
す

（11）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（４）2018年10月25日

保
健
師
だ
よ
り
『
夜
、眠
れ
て
い
ま
す
か
？
』

『
夜
、眠
れ
て
い
ま
す
か
？
』

『
夜
、眠
れ
て
い
ま
す
か
？
』

早
め
の
相
談

睡
眠
に
適
し
た
環
境
つ
く
り

　平成29年度の一般会計及び特別会計の決算が第３回定例議会において審議され、次のとおり認定されま
した。一般会計では、歳入総額21億5,971万円、歳出総額21億715万円、差引収支5,256万円となり、歳
出は前年度比1.3％、2,742万円の増となりました。

　村税（2億2,155万円）
　みなさんから村へ納められた税金の総額です。前
年度に比べ△3.3％、747万円の減となりました｡

　地方交付税（11億6,920万円）
　すべての市町村で一定水準の行政サービスを受け
られるように、国に納められた税金を再配分して交
付されます。前年度に比べ、0.4％、518万円の増と
なりました。天龍村の収入でもっとも大きな比重を
占めています。

　国・県支出金（2億4,683万円）
　国や県が交付する補助金や委託料などです｡前年度
に比べ13.4%､2,926万円の増となりました｡

　繰入金（7,088万円）
①減債基金から6,900万円（村債の繰上償還）
②ふるさと寄附金基金から188万円（貸与型奨学金
「龍蛇山澤基金」の資金及び天龍村給食配送車購入
費用へ充当）を一般会計へ繰り入れました。

　村債（2億3,869万円）
　国などから借り入れる村の借金です。前年度に比
べ△1.0％、245万円の減となりました。

■自主財源　20.6％
　4億4,347万円
■依存財源　79.4％
　17億1,624万円

（単位：万円）

歳　出

1億8,175万円

7,683万円

5,072万円

2億7,214万円

2,892万円

歳　入

1億9,064万円

7,811万円

5,147万円

2億7,532万円

2,945万円

21億715万円
一般会計歳出総額は前年度比1.3％増

平成
29年度
決算

・通勤助成金 257万円
・障害福祉サービス費 3,770万円
・あったか券交付金 188万円
・臨時福祉給付金（経済対策分） 752万円
・㈲天龍農林業公社運営補助金 2,460万円
・電源立地林道虫川新野峠線舗装工事 2,465万円
・㈲龍泉閣運営補助金 1,600万円
・昇龍まつり補助金 165万円
・トンネル修繕工事費
　（村道十方峡線・天竜川線） 7,848万円
・村道改良等工事（梨畑線他） 1億686万円
・住宅新築・リフォーム補助金 198万円
・児童生徒給食費援助費 197万円
・天龍梅花駅伝運営委員会補助金 337万円

平成29年度 主 要 事 業 

特　別　会　計

歳　　入

村　債
23,869
11.1%

地方交付税
116,920
54.1%

村　税
22,155
10.3%

繰入金
7,088
3.3%

その他
6,152　2.8%

使用料及び
手数料

3,628　1.7%

諸収入
3,592　1.7%
その他
7,884
3.6%

県支出金
18,004
8.3%

国庫支出金
6,679　3.1%

21億5,971万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

良
い
睡
眠
が
と
れ
て
い
る
目
安

は
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
、日

中
も
活
動
で
き
て
い
る
こ
と

本
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
…
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日
に
65
歳

以
上
の
方
。
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
、腎

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
。

助
成
対
象
期
間
…
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
ま
で

医
療
機
関
…
飯
田
下
伊
那
地
区
で
、希
望
す
る
医

療
機
関

助
成
金
額
…
総
額
４
6
9
1
円（
助
成
金
額
…

2
6
9
1
円
　
個
人
負
担
２
0
0
0
円
）

助
成
の
流
れ
…
①
役
場
・
南
支
所
窓
口
、天
龍
村

診
療
所
等
で
予
診
票
を
受
取
。②
予
診
票
の
全

て
の
項
目
に
ご
記
入
の
上
、医
療
機
関
へ
接
種

の
予
約
を
行
う
。③
予
約
し
た
医
療
機
関
に
て

接
種
の
上
、窓
口
で
個
人
負
担
分
を
支
払
う
。

本
年
度
か
ら
64
歳
以
下
の
方
を
対
象
と
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

対
象
者
…
村
内
に
住
所
を
有
し
接
種
日
に
64
歳

以
下
の
方
。

助
成
対
象
期
間
…
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で

医
療
機
関
…
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関

助
成
金
額
…
①
中
学
生
以
下
…
年
２
回
ま
で
全

額
助
成
②
中
学
校
卒
業
以
上
64
歳
以
下
…
１

0
0
0
円
分
の
天
龍
村
商
品
券

助
成
の
流
れ
…
①
医
療
機
関
に
て
接
種
す
る
。②

役
場
窓
口
に「
領
収
書
」「
接
種
済
証
」「
印
鑑
」

「
振
込
先
の
通
帳（
※
対
象
者
が
中
学
生
以
下

の
場
合
）」を
持
参
の
上
、申
請
手
続
き
を
行
う
。

③
後
日
、振
込
等
を
行
い
ま
す
。

★
年
齢
に
よ
り
助
成
の
方
法
等
が
異
な
り
ま
す
の
で
十

分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
：
住
民
課
健
康
支
援
係

☎
32
‐
1
0
2
1（
直
通
）

64
歳
以
下
の
方
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
上
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、明

る
い
光
は
目
を
覚
ま
す
作
用

が
あ
る
の
で
、不
安
な
く
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
照
明
に
し
ま

し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機
等
の

光
の
刺
激
は
脳
を
覚
醒
し
、使

用
を
終
了
し
て
も
脳
へ
の
刺

激
は
続
く
こ
と
か
ら
、良
い
睡

眠
の
た
め
に
就
寝
前
は
使
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、就
寝
前
の
飲
酒
、

喫
煙
は
睡
眠
の
質
を
下
げ
て

し
ま
い
ま
す
。

寝
つ
け
な
い
、熟
睡
感
が
な

い
、疲
れ
て
い
て
も
眠
れ
な
い

十
分
に
眠
っ
て
も
日
中
の
眠

気
が
強
い
こ
と
が
続
く
な
ど

睡
眠
に
問
題
が
生
じ
、日
中
の

生
活
に
悪
い
影
響
が
あ
る
状

態
が
続
く
と
、事
故
を
起
こ
し

た
り
、生
活
習
慣
病
が
悪
化
し

た
り
、う
つ
病
が
隠
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
眠
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
も
改
善
し
な
い

と
感
じ
た
時
は
、早
め
に
主
治

医
や
保
健
師
に
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、豪
雨
や
台
風

な
ど
の
多
い
年
と
な
り
ま

し
た
。

　
高
齢
者
の
中
に
は
、不

安
な
夜
を
過
ご
さ
れ
た
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
豪
雨
や
台
風
の
場
合
は

天
気
予
報
な
ど
で
事
前
に

情
報
を
把
握
し
、早
め
に

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
特
に
、移
動

に
杖
や
歩
行
器
、車
い
す

を
使
用
し
て
い
る
方
や
、

自
力
で
避
難
所
ま
で
移
動

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
人

は
、暴
風
雨
が
発
生
し
て

か
ら
で
は
、よ
り
避
難
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、道
路
が
通
行
止

め
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

一
時
的
に
と
は
い
え
病
院

へ
行
け
な
く
な
っ
た
り
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問

看
護
に
来
て
も
ら
う
事
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
短
期
間
で
も
、食

事
や
薬
の
準
備
が
出
来
な

く
な
る
事
で
生
活
に
影
響

の
あ
る
方
は
、注
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い

て
、日
頃
か
ら
家
族
や
近

所
、役
場
、利
用
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
話

し
合
っ
て
お
く
と
良
い
で

す
。

　
役
場
で
は
、村
内
の
住

民
の
方
で「
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
難
し
い
人
」

や「
避
難
時
に
支
援
を
必

要
と
す
る
人
」等（
要
支
援

者
）を
把
握
し
、災
害
の
恐

れ
が
あ
る
時
に
安
否
確
認

や
事
前
避
難
の
話
な
ど
の

電
話
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
要
支
援
者
向
け
の

福
祉
避
難
所
と
し
て
開
設

し
ま
す
。
避
難
に
つ
い
て

事
前
の
対
応
を
希
望
さ
れ

る
方
や
、そ
の
他
ご
相
談

は
、役
場
住
民
課
ま
で
お

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
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‐
１
０
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〜
支
援
が

　　必
要
な
人
の

　
　　災
害
対
応
〜

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー



９
月
22
日
㈯
に
日
中
平
和
友

好
条
約
締
結
四
十
周
年
記
念
・

在
日
中
国
人
殉
難
烈
士
慰
霊
法

要
が
平
岡
ダ
ム
横
の
慰
霊
碑
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
中

国
大
使
館
の
潘
林
二
等
書
記
官

ら
を
迎
え
、関
係
者
約
百
名
が

参
列
し
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

中
学
生
に
よ
る
献
花
も
行
な
わ

れ
、殉
難
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

（３）広 報　天　　龍 2018年10月25日 広 報　天　　龍（12）2018年10月25日

国
道
418
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
と
愛
知・長
野
県
境
域
開
発

協
議
会
が
合
同
で
、長
野
県
へ
要
望
活
動

教
育
長
に
竹
田
順
次
氏
を
再
任

教
育
委
員
に
松
下
清
治
氏
を
再
任

任
期
満
了
と
な
る
教
育
長
の

竹
田
順
次
氏（
大
河
内
区
）に
つ

い
て
、９
月
議
会
で
同
意
を
得

て
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
、平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
33
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

こ
の
度
、教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
浅
学
非
才
な
私

で
す
が
、皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

１
期
３
年
の
任
期
を
終
え
２
期

目
に
入
り
ま
し
た
。
今
ま
で
以

上
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

広
報
天
龍
第
１
８
６
号（
８

月
発
行
）で
公
表
後
、９
月
30
日

現
在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
金
田
　
健
様
●
村
松
　
今
様

●
内
藤
　
博
様
●
青
木
啓
豪
様

●
小
林
武
彦
様
●
村
松
将
太
様

●
野
津
太
一
様

●
蛯
名
三
世
嗣
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
62
名
の
方
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
な
お
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も

承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　飯田税務署では、給与所得者に係る年末調整説明会を次の日程により開催します。

▼日　　時：11月16日㈮　午後１時30分～３時
▼場　　所：阿南町文化会館　▼対象地域：阿南町・下條村・売木村・天龍村・泰阜村
※「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」などを11月
初めまでに送付しますので、ご出席の際にご持参ください。
※また、年末調整説明会終了後「消費税軽減税率制度説明会」を開催しますので、関係される方は引
き続きご出席ください。　◎お問合せ：飯田税務署　☎0265（22）1165

平成30年分年末調整説明会

　
地
域
住
民
の
集
落
環
境
を
整
備
し
、よ
り
住
み
や
す
い
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、住
民
が
自
ら
取
り
組
む
整
備
事
業（
地
区

集
会
施
設
等
新
設
改
良
事
業
）に
要
す
る
原
材
料
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費
…
原
材
料
費

　
今
ま
で
に
、ご
み
集
積
場
の
整
備
や
バ
ス
停
待
合
室
整
備
、

集
会
施
設
の
庭
整
備
な
ど
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
地
区
は
、役
場
総
務
課
企
画

財
政
係
☎
32
‐
2
0
0
1
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地
区
内
自
営
整
備
材
料
費
支
給
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

国税に関するご相談・ご質問は電話にてお問合せください！

飯田税務署（℡.0265-22-1165）※事前予約は、自動音声案内で「２」を選択

税務署窓口でのご相談は、窓口混雑緩和のため、原則として事
前予約とさせていただいております。

税務署におかけいただいた電話は、自動音声案内でご案内
しております。相談内容に応じて番号を選択してください。

国税に関する
ご相談・ご質問

「1」を選択
消費税の軽減税率制度に関する
ご相談・ご質問

「3」を選択
消費税の軽減
制度に関する
専用窓口

【電話相談センター】音声案内に従い
相談内容の番号を選択してください。
「１」…所得税　「２」…源泉所得税・年
末調整　「３」…相続税・贈与税・譲渡
所得　「４」…法人税　「５」…消費税・
印紙税　「６」…その他のご相談

い
い
た
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

学
力
向
上
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
と

の
連
携
を
、又
、生
涯
学
習
に
お
い

て
は
、村
民
の
皆
様
の
学
び
を
推

進
し
、発
展
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、児
童

生
徒
数
が
激
減
す
る
現
実
を
受

け
止
め
、将
来
を
見
据
え
た
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
方
向
に
つ
い
て
学
校
と

地
域
が
協
同
し
、当
村
の
学
校

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
き
が

来
た
と
思
い
ま
す
。
教
育
委
員

を
は
じ
め
関
係
機
関
や
、地
域

の
皆
様
と
連
携
し
、子
ど
も
た

ち
の
た
め
村
民
の
皆
様
の
た
め
、

誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

の
松
下
清
治
氏（
長
野
区
）に
つ

い
て
、９
月
議
会
で
同
意
を
得

て
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

任
期
は
、平
成
30
年
11
月
５

日
か
ら
平
成
34
年
11
月
４
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
８
月
20
日
㈪
に
国

道
4
1
8
号
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
と
愛
知
・
長
野
県
境
域
開

発
協
議
会
道
路
交
通
部
会
の
関

係
す
る
市
町
村
長
及
び
議
長
が

出
席
し
、道
路
整
備
に
つ
い
て
の

要
望
活
動
を
、長
野
県
議
会
と

長
野
県
建
設
部
へ
行
い
ま
し
た
。

国
道
4
1
8
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
は
、飯
田
市
、阿
南
町
、

売
木
村
、平
谷
村
、天
龍
村
の
５

市
町
村
で
構
成
さ
れ
、県
境
域

開
発
協
議
会
は
愛
知
県
豊
根
村
、

阿
南
町
、根
羽
村
、売
木
村
、天

龍
村
の
５
町
村
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、国
道
4
1
8
号
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
の
会
長
は
、永
嶺

天
龍
村
長
が
務
め
て
い
ま
す
。

天
龍
村
に
関
係
す
る
要
望
事

項
へ
の
長
野
県
建
設
部
、長
谷

川
部
長
か
ら
の
回
答
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
国
道
4
1
8
号
阿
南
町
新
野

〜
天
龍
村
お
き
よ
め
の
湯
の

改
良
整
備
促
進
に
つ
い
て

こ
の
区
間
は
、地
形
が
非
常

に
急
峻
と
い
う
こ
と
で
、バ
イ
パ

ス
等
に
よ
る
抜
本
的
改
良
を
直

ち
に
行
う
の
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。
当
面
、二
車
線
を
確
保

す
る
た
め
の
概
略
設
計
を
29
年

度
か
ら
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
て
、今
後
の
計
画
に
つ
い

て
村
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
国
道
4
1
8
号
天
竜
川
橋
架

け
替
え
工
事
の
早
期
完
成
に

つ
い
て

皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、現
在
撤
去
工
事
に
つ
い
て
、

本
年
10
月
に
工
事
を
再
開
し
ま

す
。十
分
な
準
備
を
行
っ
て
早
期

完
成
に
向
け
て
対
応
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長野県議会鈴木議長へ道路整備の必要性を説明する永嶺村長

○（
主
）飯
田
富
山
佐
久
間
線「
平

岡
ダ
ム
〜
十
方
峡
橋
間
」（
松

崎
）の
早
期
事
業
化
、「
宇
連
沢

〜
羽
衣
崎
間
」の
改
良
整
備
促

進
に
つ
い
て

松
崎
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
ま

で
に
地
質
概
査
、4
1
8
号
側
の

坑
口
部
分
の
地
形
測
量
、今
年
度

は
平
岡
ダ
ム
側
の
地
形
測
量
を

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
連
沢
に
つ
い
て
は
、本
年
度

沢
横
断
部
へ
の
B
O
X
カ
ル
バ
ー

ト
の
施
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、早
期
に
天
龍
村
の

道
路
整
備
が
進
む
よ
う
、継
続

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

長谷川建設部長に要望書を渡す永嶺村長

在日中国人殉難烈士慰霊法要行う



消
防
団
の

安
全
装
備
品
を
整
備

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

消
防
団
活
動
服
を
購
入
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第
３
回
定
例
会
は
、９
月
７

日
㈮
に
開
会
し
、19
日
㈬
ま
で

の
13
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
向
方
及
び
坂
部
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

　
内
容
は
、向
方
辺
地
の
村
道

向
山
線
舗
装
事
業
、林
道
大
久

那
線
・
向
方
線
の
改
良
事
業
費

等
の
変
更
お
よ
び
坂
部
辺
地
の

林
道
虫
川
新
野
峠
線
改
良
事
業

に
係
る
辺
地
債
発
行
予
定
額
等

を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て

　
内
容
は
、３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
天
龍
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
内
容
は
、３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

承
認
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

一
　般
　質
　問

報
　
　
　告

請
願
・
陳
情
・
要
請

予
　
　
　算

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
に

つ
い
て

　
内
容
は
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、監
査
委
員
の
審
査

に
付
し
、意
見
を
付
け
て
議
会

に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

○「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
」を
求
め
る

請
願
書

○
複
式
学
級
の
編
制
基
準
の
改

善
、教
職
員
定
数
増
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請

願
書

○「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
請
願
書

　
審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
採

択
さ
れ
、関
係
大
臣
等
へ
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
平
成
30
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
○
平
成
29
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

○
平
成
29
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
大
平
正
長
議
員

一
、猛
暑
を
気
象
災
害
と
捉
え

防
災
対
策
と
し
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

二
、村
営（
公
営
）住
宅
の
建
設

整
備
計
画
に
つ
い
て

三
、村
営
水
道
の
管
理
状
況
と

施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

四
、認
知
症
の
人
を
対
象
に
し

た
公
費
負
担
に
よ
る
民
間
の

賠
償
保
険
制
度
へ
の
加
入
に

つ
い
て

○
村
松
克
一
議
員

一
、防
災
行
政
無
線
ア
ナ
ウ
ン

ス
内
容
に
つ
い
て

二
、村
内
遊
休
施
設
、道
路
未
補

修
箇
所
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て

三
、Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
若
者
定
住
に

つ
い
て

○
後
藤
知
久
議
員

一
、災
害
等
有
事
の
際
の
対
応

に
つ
い
て

二
、熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

三
、ク
ォ
ッ
シ
ー
の
使
用
範
囲

に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、天
龍
村
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
支
援
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❸
回

平成30年度　補　正　予　算

計

18億6,967万円

1億5,055万円

6,609万円

5,215万円

2億9,785万円

補正額

5,348万円

1,640万円

18万円

29万円

333万円

補正前の額

18億1,619万円

1億3,415万円

6,591万円

5,186万円

2億9,452万円

会    計    名

一　　　　　般（第３号）

国　民　健　康　保　険（第１号）

村　営　水　道（第３号）

村営下水道事業（第２号）

介　護　保　険（第２号）

　（
公
益
財
団
法
人
）長
野
県
市

町
村
振
興
協
会
の
実
施
し
て
い

る
地
域
活
動
助
成
事
業
を
活
用

し
て
、消
防
団
活
動
服
を
整
備

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
、地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
等
の
災
害
時
や
活
動
に

お
い
て
、団
員
の
公
務
災
害
防

止
や
安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、

消
防
団
安
全
装
備
品
整
備
等
助

成
事
業
を
活
用
し
、悪
天
候
時

の
活
動
の
安
全
確
保
を
目
的
に

雨
具
を
全
団
員
分
整
備
し
ま
し
た
。

整備した雨具

AEDの使用方法を説明する消防団員

　８月22日㈬に日赤奉仕団・消防団合同救
護訓練が老人福祉センターで行われました。
　当日は、阿南消防署の講師のご指導のも
と、約70名がAEDの取扱いを中心に熱心に
講習を受けました。
　近年多発する大きな災害や万一の事故・
急病の際、救急車が到着するまでの間、応急
処置等が非常に重要となっています。訓練
で得た知識で人命を救うことができますの
で、今後も救護知識の普及に努めます。

　９月１日㈯に、地震総合防災訓練が行われ、415名
のみなさんに参加いただきました。
　今年度の訓練ではより実災害に近い形で訓練を行
いたいとの考えから避難所の開設を例年の17箇所か
ら25箇所に増設して実施し、住民のみなさんが少し
でも避難しやすい環境を整えました。
　また、各避難地では要支援者支援訓練、消火・救護
訓練、非常食の試食、情報伝達訓練、避難情報・指定避
難所の周知、非常用浄水装置を使用した給水訓練、太
陽光パネルを使用した電力供給訓練などを実施しま
した。
　住民のみなさんの防災意識も
年々高まっており、各避難所で
多くの方が真剣に訓練に取組む
様子がみられました。
　災害に対しては、日頃の備え
が非常に重要です。今回の訓練
をきっかけに各家庭、地域でよ
り一層防災意識を高めましょう。

日赤・消防合同救護訓練実施防災意識高める ～地震総合防災訓練～

　
消
防
団
の
活
動
は
天
候
の
善

し
悪
し
に
関
わ
ら
ず
、様
々
な

状
況
下
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

訓
練
等
に
お
い
て
も
、服
装
や

装
備
品
の
着
用
、団
員
自
身
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
常
に
注
意

が
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
み
な
さ

ん
の
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解

と
、暖
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

整備した消防活動服

村内AED設置施設一覧

民
間
施
設

台数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

設置場所
１階事務室
１階玄関横
事務室内
１階アリーナ入口
事務室内
フロント内
静養室
玄関内
１階玄関正面
１階保健室前
１階玄関正面
２階フロント前待合室
玄関内

公
共
施
設

施　設　名
天龍村役場
天龍村老人福祉センター
天龍村社会就労センター
天龍村民体育館
天龍保育所
天龍温泉おきよめの湯
養護天龍荘
特養天龍荘
天龍小学校
天龍中学校
学校法人どんぐり向方学園
ふれあいステーション龍泉閣
中部電力㈱平岡ダム管理所

学

　校
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非
常
に
強
い
勢
力
で
四
国
地

方
に
上
陸
し
た
台
風
21
号
は
、

近
畿
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、９
月
４
日
に

天
龍
村
に
最
接
近
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
教
訓

を
踏
ま
え
、村
で
は
早
い
段
階

か
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

天
龍
村
で
は
降
り
始
め
か
ら

の
累
積
総
雨
量
は
2
6
2
㎜
、

時
間
最
大
雨
量
は
４
日
午
後
９

時
頃
51
㎜
、最
大
瞬
間
風
速
は

４
日
午
後
３
時
頃
の
25
・
９
ｍ

／
S
で
し
た
。

【
経
　過
】

〇
午
前
９
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

避
難
所
開
設

〇
午
前
９
時
20
分

台
風
へ
の
警
戒
放
送

〇
午
前
10
時
19
分

暴
風
警
報
、大
雨
・
洪
水
注
意

報
発
表

〇
午
前
11
時
15
分

中
組
集
会
施
設
避
難
所
開
設

〇
午
後
０
時
42
分

大
雨（
土
砂
災
害
・
浸
水
害
）

警
報
発
表

天
龍
村
災
害
警
戒
本
部
設
置

〇
午
後
３
時

向
方
体
育
館
及
び
坂
部
文
化

伝
承
館
避
難
所
開
設

〇
午
後
４
時
45
分

洪
水
警
報
発
表

○
午
後
９
時

時
間
最
大
雨
量
51
㎜

〇
午
後
９
時
15
分

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
令

〇
午
前
３
時

累
積
総
雨
量
2
6
2
㎜

〇
午
前
６
時
45
分

土
砂
災
害
警
戒
情
報
解
除

〇
午
前
10
時
５
分

大
雨
警
報
解
除

天
龍
村
災
害
警
戒
本
部
閉
鎖

台
風
21
号

９
月
４
日
㈫

９
月
５
日
㈬

10
月
１
日
㈪

（主）飯田富山佐久間線（和知野グラウンド上）村道天竜川線（県境付近）

村道田の洞（大久那区）

村道恵平線（西原区）

（主）飯田富山佐久間線（十方峡橋－平岡ダム間）

台
風
24
号
は
９
月
30
日
夜
に

天
龍
村
に
最
接
近
し
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
に
匹
敵
す
る
雨
風

の
予
報
が
さ
れ
て
お
り
、村
で

は
早
い
段
階
か
ら
注
意
喚
起
や

避
難
所
の
開
設
、自
主
避
難
者

へ
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
警

戒
に
当
た
り
ま
し
た
。
天
龍
村

で
は
降
り
始
め
か
ら
の
累
積
総

雨
量
は
1
8
5
㎜
、時
間
最
大

雨
量
は
30
日
午
後
10
時
40
分
頃

30
㎜
、最
大
瞬
間
風
速
は
30
日

午
後
11
時
頃
の
24
・
７
ｍ
／
ｓ

で
し
た
。

こ
の
雨
、風
の
影
響
で
道
路

の
到
る
所
で
崩
落
や
倒
木
が
あ

り
、通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
主
要
地
方
道
飯
田
富
山

佐
久
間
線
の
十
方
峡
橋
か
ら
平

岡
ダ
ム
間
で
起
き
た
崩
落
は
天

龍
村
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、村
内
各
地
で
起
き
た

停
電
は
、最
長
で
10
月
４
日
ま

で
続
い
た
地
区
も
あ
り
、不
安

な
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

【
経
　過
】

〇
午
前
８
時

台
風
24
号

９
月
30
日
㈰

台
風
へ
の
警
戒
放
送

〇
午
前
10
時

避
難
所
開
設（
16
施
設
）

〇
午
前
10
時
29
分

大
雨
注
意
報
発
表

〇
午
後
３
時
55
分

大
雨
警
報
・
暴
風
警
報
発
表

村
内
全
域
7
2
2
世
帯
・

１
３
０
４
人
に
避
難
準
備
情

報
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
情

報
発
令

天
龍
村
災
害
警
戒
本
部
設
置

〇
午
後
７
時
58
分

洪
水
警
報
発
表

〇
午
後
10
時
25
分

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表

村
内
全
域
7
2
2
世
帯
・

１
3
0
4
人
避
難
勧
告
発
令

〇
午
後
10
時
40
分

時
間
最
大
雨
量
30
㎜

〇
午
前
５
時

累
積
総
雨
量
1
8
5
㎜

〇
午
前
７
時
45
分

土
砂
災
害
警
戒
情
報
解
除

避
難
準
備
情
報
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
・
避
難
勧
告
解
除

の
発
令

天
龍
村
災
害
警
戒
本
部
閉
鎖

村道平畑線（大久那区）

村道梨畑線（川島国道418号登り口）林道虫川新野峠線（坂部区太田先）
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量
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長寿の祝贈呈 城めぐみ歌謡ショー

広 報　天　　龍（16）2018年10月25日

村は９月11日㈫、飯田市川路で測量事業を展開する㈱
小林コンサルタント（小林佳人社長）と、「災害時にお
ける緊急的な調査の支援に関する協定」を結びました。
協定の内容は、地震や大雨など、予測できない異常気
象で、村が管理する道路や河川などに災害が発生または
発生が予測される場合、被害状況などの緊急を要する調
査に関し、村が㈱小林コンサルタントに、技術者の派遣
や、被災箇所の調査測量設計、現況調査、ドローンによ
る空撮などを要請することにより、災害の拡大防止や早期復旧を目指すものです。
今後、村では、村民皆様の生命や、安全で安心な生活を守るため、関係機関との連
携強化を図り、防災力の向上に努めていきたいと思います。

第 187 号

広 報
天 龍 村 役 場
総 務 課
斎 藤 印 刷 所

発行
編集
印刷

私たちの村
－10月１日現在－

人口 1,300 人
男 609 人 女 691 人

世帯数 718 世帯

2018年10月25日

長野県最低賃金は平成30年10月１日より時間額821円（旧795円）に改定されました

災害時の調査支援に関する協定締結

９
月
12
日
㈬
に
毎
年
恒
例
の

「
敬
老
大
会
」が
開
催
さ
れ
、多

く
の
お
年
寄
り
の
方
が
今
年
も

元
気
に
集
ま
り
お
互
い
の
長
寿

を
慶
び
あ
い
ま
し
た
。

今
年
も
保
育
園
児
が
お
年
寄

り
の
長
寿
に
花
を
添
え
る
べ
く

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

く
れ
、お
年
寄
り
も
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
は
城
め
ぐ
み
さ
ん
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
と
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
、皆
さ
ん
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、本
年
も「
あ
す
な
ろ
民

謡
」「
平
岡
民
謡
ク
ラ
ブ
」の

方
々
に
よ
る
踊
り
で
、楽
し
い

ひ
と
時
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

《
百
歳
以
上
》

長
野
町
　
仲
間
　
金
光
　
108
歳

（
茶
　寿
）

余
　
野
　
内
山
　

あ
さ
の
　

101
歳

大
河
内
　
田
村
　
　

正
子
　

101
歳

特
　
養
　
北
島
　
　

義
子
　

100
歳

《
白
　寿
》

向
　
方
　
遠
山
　
　
登

養
　
護
　
齊
藤
　
保
子

養
　
護
　
田
村
　
ふ
さ
子

特
　
養
　
村
松
　
千
代
子

特
　
養
　
山
内
　
の
ぶ
ゑ

《
米
　寿
》

清
　
水
　
柳
澤
　
宣
道

西
　
原
　
服
部
　
　
美

余
　
野
　
遠
山
　
全
志

岡
　
本
　
宮
澤
　
ト
シ

長
野
町
　
宮
島
　
ち
よ
子

松
　
島
　
大
平
　
美
恵
子

鶯
　
巣
　
村
澤
　
　
仁

鶯
　
巣
　
北
澤
　
秋
男

中
井
侍
　
宮
澤
　
　
貢

上
　
平
　
杉
本
　
は
や
子

倉
の
平
　
熊
谷
　
博
文

大
久
那
　
村
松
　
二
三
四

大
久
那
　
村
松
　
　
守

向
　
方
　
村
澤
　
恒
男

向
　
方
　
村
松
　
ジ
ツ
エ

向
　
方
　
村
松
　
悦
男

大
河
内
　
後
藤
　
う
た
の

養
　
護
　
米
山
　
　
勇

養
　
護
　
宮
下
　
益
典

養
　
護
　
吉
澤
　
　
榮

養
　
護
　
南
島
　
政
江

養
　
護
　
熊
谷
　
洋
一
郎

特
　
養
　
村
松
　
文
一

　
な
お
、今
年
度
も
75
歳
以
上

の
方
に
敬
老
祝
金（
５
千
円
）が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

天龍保育所園児によるダンス

敬
老
大
会
開
催

〜
み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
〜

祝
今
年
度
の

　長
寿
祝
受
領
者
（
敬
称
略
）

10
月
13
日
㈯
に
天
龍
中
学
校

の
生
徒
が
至
学
館
大
学（
愛
知
県

大
府
市

）

を
訪
問
し
、天
龍
村
産
の
木
材

で
作
成
し
た「
手
づ
く
り
ハ
ン

ガ
ー
」を
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
部

の
選
手
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

当
日
は
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
川
井
梨

紗
子
選
手
、登
坂
絵
莉
選
手
や
、

こ
れ
か
ら
世
界
選
手
権
に
出
場

す
る
選
手
な
ど
、多
く
の
部
員

に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、サ
プ
ラ
イ
ズ
で
吉
田

沙
保
里
選
手
も
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
、生
徒
は
と
て
も
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
ー
は
生
徒
と
村
民
で

作
成
し
、英
語
で「
あ
な
た
の
情

熱
が
、私
た
ち
の
世
界
を
動
か

す
」と
刻
印
し
た
旨
も
伝
え
、選

手
か
ら
は
、「
お
ぉ
〜
き
れ
い
。

良
い
香
り
が
す
る
。」と
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

谷
岡
郁
子
学
長
か
ら
は
、世

界
選
手
権（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）に
ハ

ン
ガ
ー
を
持
っ
て
行
き
、外
国

の
選
手
た
ち
に
渡
し
ま
す
と
の

約
束
も
し
て
い
た
だ
き
、世
界

の
ア
ス
リ
ー
ト
へ
届
け
る
目
標

が
実
現
で
き
そ
う
で
す
。

贈
呈
後
は
、選
手
た
ち
に
ロ

ー
プ
登
り
や
マ
ッ
ト
運
動
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、選
手
に
タ

ッ
ク
ル
す
る
機
会
も
あ
り
、と

て
も
楽
し
く
、貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、各
国
選
手
へ
贈
呈

す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、

手
づ
く
り
ハ
ン
ガ
ー
の
製
作
に

村
民
の
み
な
さ
ん
も
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。

吉田選手らと記念撮影 至
学
館
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部

　
　
　
　
　
　
　選
手
に
贈
呈

（
手
づ
く
り
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）


